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叢
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輪
珊

…叢

マ
ル
ク
ス
の
比
例
的
関
係

の
鐵

則

租
税
立
法
卯
搬
階
級

打
算

的
態
度

・

乱肌
金
日哲
學
卯
搬
士
出
芯
的
二
元
論
随
想
想

我

が
困

民
所
得

の
地
方
別
研
究

・

時

恰
㎜

間
接
税

の
整
理

を
論
ず

・

鐡

苑

功

利
主
義

と
生
産
政
策

・

地
學
捌
肚

樹
昂
ず
読
に
就

き
て

・

雑

　録

僧
侶

と
労

働
問
題

蕾
岡
山
藩

の
井

田
法

・

・

注
學
博
士

河

上

肇

・

法
眼
博
士

聯

戸

正

雄

・

渋

墨

士

恒

藤

恭

・

法

學

士

汐

見

三

郎

・

法
塵
穂
士

小

川

郷

太

郎

・

経
済
學
士

堀

輕

夫

・

渋
墨
博
士

財

部

静

治

・

法
學
博
士

財

部

静

治

・

経
済
學
士

黒

正

巖



租
税
立
法
に
於
け
ろ
階
級
打
算
的
態
度

・

耐

戸

正

雄

ラ

ラ

緒

言
(
一
本
研
究

の
目
的

二
説
述
の
順
序
)

く

ぐ

第

一
段

車
貰
ε
し
て
の
粗
漉
立
法

上
の
階
級
打
算
的
態
度

笙

段

魏

立
法
上
・
階
級
打
算
的
縫

・
馨

(冨

窩

舞

菖

藻

上
鼻

高

諮

・
禦

・
不
為

其
醤

㈲
其
彙

留

書

　

ラ

痛

の
刺
戟
◎
租
税
逋
脱
の
滑
加

ゼ
其
原
因
ろ
其
結
果
)

ロ

く

く

ラ

　

第
三
段

租
税
立
法
去

階
級
打
算
的
鰻

の
警

防
養

(↑
根
本
的
に
じ
喬

の
立
㌘

茜

魏

者
の
立
場
に
於
て
親

光
榮
難

進
む

ラ

ラ

ラ

ラ

る
.
、・、
④
五
葷

嬰
仏
典

心
理
ω
立
法
者

の
立
場

に
於

て
租
税
正
義
々
持
す

る
・
;
・
い
其
重
要

ろ
其
心
理
)

(

(

結

論
(
全
文
の
要
旨
)

結

目

元
来
、
租
税
は
道
義
上
よ
り
見
れ
ば
、
統
治
團
膿
員
た
る
人
民
が
義
務
ε
し
て
其
團
盤
の
全
膿

の
維
持
獲
達
の

り

爲

め
に
、
進

ん
で
給
付
す

べ
き
も

の
で
あ

b
、
其

の
各

員

に
於

て
之
を
苦
痛

ε
か
厄
介

ε
か
見

る

べ
き
で
は
な
く
、

む

し
ろ

一
の
名
轡

ご
も
光
榮

ε
も
考

ふ

べ
き
も

の
で

あ

る
(註

こ
。
其

ε
同
時

に
租

税
を
制
定
す

る
に
於

て
偏

重
的

の
九
を
有

っ
所

の
優

勢
階
級

の
者

が
、

之
が
制

定

に

っ
き

て
は
全
艦

の
矯

め
に
公
卒

な

る
負
推
を
課
す

る

の
精

神

よ
b
行
動
す

べ
く
、
自

己
階
級

の
矯

め
に
せ
ん
こ
ご

を
計
る

べ
き
も

の
で
な

い
。
公

正
の
見

地

か
ら
し

て
自
分
達

論

叢

租
税
妾

F
於
け
る
階
級
打
算
的
鷲

第
†
四
巻

(第
五
號

二
九
)

七
ゐ
=

.1)拙 著輕濟論集、第三加05頁

,



.

論

叢

租
税
妾

に
於
け
る
難

打
講

鰻

第
西

巻

(第
五
號

三
。
)

七
愈

の
當
然
負

ふ
べ
き
よ
り
も
以
上
を
負
ふ
に
は
及
ば
な

い
か
、
其
當
然
負

ふ
べ
き
も
の
を
撃

し
て
他
階
級
の
負
捲

を
過
重
な
ら

し
む
る
こ
ε
を
計

っ
て
は
な
ら
な

い
〔註
一つ
。
且
又
、
其
の
租
税
に
よ
り
て
得
ら
れ
π
る
牧
人
の
使
用

に
つ
い
て
も
、
正
義
の
命
ず
る
所
に
随
ひ
、
全
艦
の
矯
め
有
益
必
要
な
る
限
度
を
超
え
て
使
用
せ
す
、
各
階
級
に

不
公
卒
な
る
配
當
を
爲
さ
ざ
る
こ
ご
を
旨
ε
し
な
く
て
は
な
ら

訟
(註
三
)
。
然
る
に
租
税
に
直
接
叉
は
間
接
關
係
あ

る
以
上
の
如
き
角
巻
及
正
義
観
は
、
實
際

に
は

一
の
理
想

に
止
ま
る
が
如
く
、
之
が
普
及
並
に
實
現
は
決
し
て
容

易
で
な

い
。
實
際

に
於
て
は
寧
ろ
租
税
を
輩
純
に
経
済
的

に
見

て

一
の
苦
痛

ε
篤
し
厄
介
ε
篤
し
〔註
巴

。
人
々
は

成
る
べ
く
其

の
輕
き
こ
ε
を
望
み
、
出
乗
る
だ
け
之
を
逃
れ
や
う
巴
計

る
(註
五
)。
其
結
果

噂
し
て
は
視
法
制
定
の

實
撃

有
す
る
嘗

・
之
を
自
階
級
の
利
益
の
爲
め
に
用
ゐ
、
他
階
級
の
負
婆

不
官

事

し
や
・つ
与

る
傾

が
あ
る
。
斯

か
る
利
己
的
傾
向
叉
は
態
度
は
其
根
底
甚
だ
固
く
、
容
易
に
之
を
抑
制
す
る
を
得
す
、
前

記
理
想
の

如
き
何
醤

現
乞

る
や
洵
・
霜

き
戚
な
罷

は
す
で
め
・
が
、
併
レ
常

箱

書

つ
・
.心
を
留
む
る
私
費

於
乱

・
少
し
に
て
も
此
態
度
を
抑
制
し
て
夫
の
理
想
・
近
づ
け
た
恵

ふ
に
よ
り
、
敢

姦

に
紫

を
指
摘
し

て
・.
有
讐

の
反
婁

促

し
友

一
般
人
の
注
意
を
も
惹

か
ん
手

・
も
の
で
あ
・
。
そ
し
て
私
獲

近
特

・
之

に
つ
長

者
を
促
す

の
必
要
を
痛
切
に
減

じ
π
の
は
、
我
邦
に
於
け
る
有
産
階
級
が
極
め
て
軽
易
な
る
財
窺

の

設
芒

強
烈
な
る
反
響

篤
し
つ
つ
あ
・
こ
一

、
業

者
團
讐

・
粟

會
議
所
馨

曾
蛋

の
良
き
管
蕃

全
肇

高
唱
し
つ
つ
あ
る
・
を

で
あ
・
。
余

論
馨

る
識
誉

此
等

の
現
象
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

.



ρ

「(註

一
)
永
ツ
〃
は
.
租
税
が
本
来
、
恵
ら
画
家
`
り
給
付
さ
れ
れ

ろ
勤
務

に
封
ず
ろ
賠
償

の
性
質

為
櫓

は
な

い
。
む
し
ろ
吐

が
自
由
人
工
り
自
由
に

協
賛

ゼ
ら
れ

・
且
つ
充

表
す
べ
き
義
務

の
自
畳

に
於

て
支
彿
は
れ
'㌧
、
報
酬

の
範
園
奄
超

へ
、
納
税
義
務
者

の
驕
す
ろ
人
な

る
全
盤

の
維
持
の
爲

の

め
に
献
げ
ら
れ
た
ろ
貢
献

こ
な

る
。
1

此
意
味

に
於
け

ろ
租
硯

の
支
梯
に
或
国

民
的
誇

ε
國

家
的
名
轡

と
が
結
付
く

ピ
い
ふ
。

(註
=
)
フ
ナ
ッ
ケ
に
・
道
義
及
随
て
正
義
が
、
利
己
心
の
命
ず

る
も
の
麦

野
々
要
求
す
ろ
。
此
が
強
者
が
重
き
貢
櫓
な
引
聖
げ
、
且
つ
弱
者
が
よ

㊨
.

り
軽

き

も

の

々
引
受

く

ろ
こ

こ
為
要

求

す

ご

い

ふ
。

套

昌
)此
事
ば
通
例

嚢

に
つ
い
て
案

さ
憂

居
・
か
・
難

に
租
税
に
關
係
薯

の
で
、
蛮

〃
に
之
窟

婁

正
の
一
聾

し
て
要
求
し

て
居
る
。
円
く

、
租
税
は
其
最
嚴
給
電
ろ
表
示

に
蹄

ゼ
ち
れ
且

つ
相
當
な
る
方
便
な
以
て
向
け
ら
れ

て
、
國
家
の
目
的
が
辯

護
す
る
よ
り
も
多
く

の

が
要
求
さ
れ

ざ
る
こ
こ
の
意
味

に
て
公
正
た
ら
ざ
ろ
ぺ
か
ら
す

ε
。

コ

(註
四
ヲ

イ

ス
チ

・
グ
咲

画
家

の
最
高

の
道
義
的
理

解
よ
り
導

か
れ
れ

る
画
家
貢
措
に
關
興
す
る
こ
・あ

名
誉

の
考
は
国
民

の
廣
音
範
囲

に
於

て

11
決

し
て
了
解
葎
見
出
さ
な
か

っ
た
ε

い
ひ
、
ア
イ
ぜ
ン

ハ
ル
ト
も
、
各
人
は
彼

に
要
求

さ
れ
た
る
租
税
な
-
彼
の
生
活
叉
に
生
産
費
の
好
ま
し

か
ら
ざ
ろ
増
加

ε
織
す
ε
い
ひ
・

シ
ン
ミ
ン
も
・
画

家
の
財
政

の
爲
め
必
要
な

ろ
資
金
た
供
す
ろ
方
法
に
、
貢
献
す
べ
"
餓
儀
な

く
さ
れ
た
人

々

の

ド
雷
り
て
泄
例
好
意
々
以
て
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
ピ
い
ふ
。

(
駐
五
)
ミ
ル
ー1
・
日
常
の
事
件

に
つ
き
正
直
な
人
も
が
、
租
税
に
つ
ゼ
て
は
、
少
く

ε
も
最

小
の
疑
叉
に
議
論

の
起
り
得

ろ
凡

べ
て
の
鮎
々
自
己
に

の

有
利
に
決
す
ろ
度
に
於
て
、
其
良
心
存
麻
痺
す
み
こ
ε
に
誘
は
る
ε
い
ふ
て
居
る
。

其

れ

で
私

は
先

づ
事
實

ε
し
て
の
租

税
立
法

に
於

け

る
階
級

打
算
的

態
度

を
述

べ
、
次

ぎ
に
其
弊
害

を
説

き
、

終
り

に
之
が
救
濟
策

を
擧

げ
や

う
ε
思

ふ
。

第

一
段

車
實

と
し
て

の
租
税
立
法
上

の

階
級
打
算
的
態
度

論

叢

租
税
立
法
に
於
け
る
階
級
打
算
的
態
度

曳

第
+
四
巻

(第
五
號

三

一
)

七
人
五

」

2)
3)
4)
5)

b)

Hock,Die6fデenしlichenAl〕gabenandSehulden.S.25.

Vocke,Fw,S,162.

Hock.a..a.O.S.3.、

Fuisting,Grundz直gederSteHerlehre.S.6-7.Eisenhart,KunstderBesteue一

「Lmq・S・37.Shimmin,Taxationandsocialreconstructioロ.p.4.

Mill,p,ofP,E.Bk.V.Ch.III.彦5.



墜

論

叢

租
税
立
法
に
於
げ
乃
階
級
打
算
的
態
度

第
十
四
巻

(第
五
號

三
二
)

七
八
六

過
去

の
租
穐
歴
皮
に
就
い
て
大
観
す

る
ご
、洗

づ
似
て
租
税
が
人
民
に
於
て
進
存
で
出
さ
る
る
場
合
が
少
く
、
む

し
ろ
利
己
心
の
自
然
の
獲
動
、
租
税
遣
義

の
誤
認
よ
り
し
て
(註
六
)、
租
税
を
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
ε
し
、之
を
苦

痛
叉
は
厄
介
覗
す

る
の
見
解
が

一
般
に
行
は
れ
て
居

る
。
真
鯖
果
ご
し
て
.
時
の
有
勢
階
級
が
租
税
立
法
に
つ
き

其
力
を
濫
用
し
て
.階
級
利
益

の
擁
護
を
爲
し
、
此
苦
痛
叉
は
厄
介
を
出
來
る
だ
け
逃
れ
ん
ざ
し
、
自
階
級
の
負
婚

を
軽
く
し
て
他
階
級
の
を
渦
雷

に
重
く
し
陀
こ
ε
が
屋
々
あ
る
(註
七
)。
例
之
、
土
地
的
貴
族
が
勢
力
を
占
め
た
時

り

代
に
は
、
土
地
が
長
握
を
見
れ
て
家
屋
商
工
業
等
が
之
を
捲
ふ
こ
ε
、
な
り
(註
八
〕、
資
本
家
的
勢
力
が
政
治
上
優

勢
ε
な
つ
π
腱
に
は
消
費
税
が
大
に
獲
達
し
て
貧
艮
を
苦
し
む
る
こ
ご
こ
な
り
(註
九
)、
無
文
は
小
産
者
優
勢
ご
な

る
に
於
て
、
む
し
ろ
其
清
爽
椀
が
軽
易
ご
せ
ら
れ
、
圭
こ
し
て
直
接
税
を
以
て
、
大
資
本
大
財
産
者
を
重
く
課
す

の

る
の
傾

が
あ

る
甕

一
〇
)。

更
ら

に
得

だ
る
敗

入
の
使
用

に

つ
い
て
も

亦
た
、
時

の
優
勢

階
級

の
矯

め
に
過
當

に
多

く
使

は
る
る
傾
が

あ
る
。
即

ち
或
時

は
資
本

家
階

級

の
矯

め
に

一
層
多

く
使

は
れ
(註

二

)、
他

の
時

に
無
産
者

の

爲

め
に
過
大

に
使

は
る
る
〔註
】
二
)
,
勿
論
此
暮

の
事
が
貸
際
常

に
起

る
ε
は

い

へ
な

い
。
就
會

の
事
物

が
凡

ぺ
て

此

の
如

し
ε
結
論
す

る
こ

ε
は
出

来
な

い
o
併

し
此

が
起

b
得

る
こ
ε
で
め
り
、
叉
現

に
屡

々
公
卒

に

い
ふ
て
玩

種

の
場
合

で
あ

っ
左

`
い
ひ
得

る
こ
ε
が
あ

り
、
随

ふ
て
將
來

に
於

て
も
起

b
得

る
も

の
ε
し
て
用

心
し
な
く

て

は
な
ら

撮
。

合
目

の
庭
我
邦

で
は
有
産
者
優
勢

で
あ

る
か
ら
、
前

に
も

一
言

し
た
如
く
財
産
税

が
阻

止

せ
ら
れ
た

り
、
相
繍
税

が
輕

か

つ
た
り

し
て
居

る
が
、
其
も

め
ま

り
威
心

し
な

い
が
、
併
し
他
日
普
選

で
も
断

行

せ
ら

れ
て

7)Gruntzel,GrundrissderF.S.24.
8)Gruntzel,ebenda.

'

・
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無

産

者

優

勢

ξ

な

っ

た

場

合

に

は

反

封

の

極

端

な

租

桃

立

法

を

寫

す

こ

ε

ε

な

ら

ざ

る

か
憂

慮

に

堪

え

な

い
。

〔註
穴
》
ブ
イ

み
チ
ン
グ
ー1
、
殆
ん
.巳
凡
.へ
て
の
人
が
其
自
身
セ
全

く
課
ゼ
す
叉

ば
少
く
課
す
る
が
如
春
税
な
、
良
き
も
の
ミ
考

へ
、
叉
11
現
存
の
』

の
よ
71
も
冥
甚
も
の
々
考

ふ
ろ
こ
ε
に
、

一
部
は
人

の
利
己
心
の
避
く
べ
か
ら
ざ

ろ
結
果
で
、
叉

一
部

に
国
民
義
務

の
不
完
全
な

ろ
認
識
の
避
く

の

.へ
か
ら

ざ
る
結

果
で
あ
ろ
乏
い
ふ
。
.

へ註
七
)
グ
ル

ン
ッ

エ
ル
は
、
特

に
濁
逸

に
て
鰻
達

し
た
所

の
歴
史
派
に
先
づ
過
去
に
於
げ
ろ
事
實
上
の
獲
達

に
關

す
る
研
究
脳
出
、嶺
貼

ご
し
て
横
奪

就

(
ア
ウ

ス
沢
イ
ッ

ン
グ
ス
テ
ナ
リ
↓

に
到
達
し
た
。
其

に
依

る
ε
、
何
に

の
時

に
て
も
利
己

心
の
指
導

に
よ
り

、
各
箇
の
入
叉
ば
階
級
が
政
治

上

の
纈
方
々
掌
中
に
収
め
て
、
其

に
乙
り
彼
等
が
租
税
を
自
ら
の
爲
め
に
最
大
の
可
能

な
る
利
益
奄
齎
ら
し
、
最
小
の
可
能

な
る
不
利
な
齎
ら
す

が
如
く
に
制
定
す
る
こ
ぜ㌧
、
な
つ
れ

ε
い
ひ
、
ロ
ツ
ソ
は
、
吾
人
一1
租
税
の
質
際
及
理
論
が
公
正
の
考
よ
り
出
獲
し
な

い
で
、
取
締

に
支
配
階
級

奄
免
税
し
て
從
晶
者

「
員
櫓
た
課
ず
ろ
爲
め
に
椛
力
な
利
用
す

ろ
純
な
る
努
力
為
示
す
場
合

な
見
な
く
て
に
な
ら
顔
。
此
が
夫
の
非
自
由
が
行

に

れ
、
自
由
民
海
非
自
由
民

に
他

の
貢
櫓

ε
均
し
く
租
税
の
貢
捲
奉
も
賦
す

る
威

F
の
み
行
に
れ
な

い
。
叉
征
服
国
民

に
の
み
行
ば
れ
な

い
。
併
乍

ら
凡
べ
て
の
人
民
の
国
民
的
自
由
麺
有
す
ろ
或

共
同
團
燈

に
て
も
階
緻
闘
争

の
結
果

ご
し
て
行

は
ゐ
」
。
.一

公
正
が
實
除
政
策

に
捨
て
租
税

に

つ
音
考
察
に
來

ろ
唯

一
の
観
察
馳
で
に
な
く
て
、
一

倍
階
級

の
貢
櫓

に
於
て
自
ら
賃
機
な
免
れ
ん
達
す
る
政
治

的
有
勢
階
級
の
特
別
利
益
が
糞

正

に
反
し
、
叉
に
公
正
の
傍

ド
、
往

ケ
に
し

て
重
要
砿
影
響
た
有
っ
た
ざ
い
ひ
、

マ
イ
セ
ル
も

、
租
税
に
於
て
蕪
涯
、
階
級

の
政
治
が
附
着
』

助

反
肚
會
的
罪
悪
が
政
窯
政
治

な
支

配
す

ざ
い
ふ
。

(誰
人
)
ス
タ
イ

y
は
、
階
級
時
代

の
歴
史
11
、
人
的
給
付
が
軍
事
及
司
法

に
於
げ

る
各
土
地
所
有
者
の
勤
務

に
存
し
、
此
二
の
も
の
為
行

ば
ざ
る
者

D

の
み
が
、
貨
幣

に
於
け
ろ
租
税
な
抑

ふ
こ
荏

ト
強
制
ぜ
ら
ぞ

ご

あ

匝
別
聖

不
す
。
此
時
代

に
に
免
税
ざ
地
主

ミ
が

一
致
著

い
㌔

(註
九

)最
近
時
に

ゴ
ー

ル
ド
シ
ァ
イ

ト
が
・
封
建

時
代
及
専
制
君
圭
時
代

に
に
、
画

家
が
国
民
繹
濟

の
吸
血
者
で
あ

っ
た
が
、
-一

所
謂
自
由
競
争

の
今
日
の
時
代

で
一ま
、
最
早
国
家
潜
私
法
的

に
分
節
し
た
ろ
縄
濟

の
吸
血
者

で
ば
な
く
て
、
む
し
ぢ

反
封

に
、
私
経
済
が
漸
次
、
画
家
の
吸
血
者

こ
な

っ
た
亡
い
ふ
六
が
、
彼
の
い
ふ
封
建
時
代

専
制
君
主
時
代

の
國
家
な
貴
族
君
主

の
こ
ピ
、
見
、
自
由
競
争
時
代

の
私
維
濟

を
資
本

家
叉
に
無

論

叢

租
税
立
法

に
於
け

る
階
級
打
算
的
態
度

第

十
四
巻

(第
五
號

三
三
)

七
八
七

9)FuistiD暫,a,a,Q.S.26.

10)Gruntzel
,a,a.0.S.24.Lot,,Fw.S,24〔.245.Meisel,V'ostelatdiedeutsche

Finanzwissen5cha〔t～(Zeitschrifしf.9・Stw・74・J9・3Hft・s・396・39フ ・)

11)Stein,LchrbuchderFw.5Aufl.II.1.S.407.



6

論

叢

租
豊

法
に
於
け
・
階
級
聲

的
態
度

第
+
四
巻

(第
五
厩

三
四
)

七
八
入
.

産
者

の
こ
ピ
㌧
す
れ
1/
、
恰

か
も
本
文
に
い
ふ
所
の
も
の
に
當

ろ
。
編
出
博
士
が
其
近
著
に
於
て
、
今
日
迄

の
魔
除
上
の
事
實

ざ
し
て
に
、
国
家

に
主

ε
し
て
財
産
の
擁
護
者
、
即
ち
物
格
の
支
配
の
支
持
者
、
物
格

の
所
有
者
が
、
其
物
格
々
通
じ
て
人
格
な
支
配
す

ゐ
非

人
格
的
勢
力
の
擁
護

拗

者
で
あ
っ
た

ぐ」
い
ば
ろ
N
の
に
、
資
本
家
時
代
に
に
嘗
ゐ
が
、
其
他

の
時
代
に
に
當
ら
な

い
。

コ
ー

ン
は
間
接
税
が
敬
百
年
來
、
下
轡
肚
會
偏
重
課
の
方
便

革
い
ふ
名
心
得

た
こ
い
ふ
が
、

フ
ル
カ
ー
11
有
産
階
級
が
間
接
税
々

一
の
異
常
な
割

恥

度

に
獲
蓮

煙
し

め
れ

ぐ・
.い
ふ
こ
ξ
に
謬
見
で

、
穀
粒
小
の
眞
理

の
煽
動
家
的
誇
張

ピ
い
ふ
て
居

る
。

(註

一
〇
∀
召
i

y
に
、
民
主
主
義
時
代
に
一ま
、
課
税
の
公
正
が
多

衆
民
の
希
望
、
多
衆
民

の
利
益
に
二
り
成
形
さ

ろ
鼠
こ
こ
」
な
り
、
上
層
階
級

の

肩

二
り
下
履
階
級

の
肩

へ
の
租
税
貢
携

の
今
日
迄

の
推
移
は
、
今
に
下

履
階
級

よ
71
上
層
階
級

へ
の
魚
の
方
巾

へ
の
推
移

に
よ
り
轄
回
す

ぐ、
い
.諭
。

叉
他

の
施

」
て
彼
は
、
合
同
の
急
進
的
無
法
提
案

か
掲
げ
カ
ろ
祉
會
主
義
者
に
、
彼

よ
り
要
求
さ
れ
九

る
租
税
制
度

に
於
て
、
唯
だ
労
働
的
無
産

者

の
利
益

の
病

め
に
努
め
ら
る
べ
む
・過
渡
的
彪
置

の
成
分

の
み
炬
見
ろ
。
間
接
税
の
贋
止
、
最
小
活
資
の
免
税
、
剴
=

累
進

所
得
税

(國

、
地
方

々
通
じ
て
)
は
、
凡
.へ
て
輩
に
吾
人
の
圃
民
経
済

の
今
日
の
法

則
の
假
定

の
下
に
、
國
家
及
地
方
財
政

の
假
定

の
下

国
、
砒
會
民
主
的
階
級

利
益

の
追
跡
の
爲
め
に
定
め
ら
れ
た
戚
【置
で
あ
ろ
ざ
い
ひ
、

ロ
ツ
シ
ア
ー
は
、
悪
化
し
た
る
民
主
国
及
其

の
遮
例
の
後
継
看
た

る
ケ
ー
ザ
ル
圭
義
政
治

19

に

て
ば

、

民
衆

の
利

益

の
爲

め

F

公
正
原

則

の
違

反
が

採
用

ぜ
ら

ろ

㌦

ミ

い
ふ
。

ロ

(註

一
一
)
フ
ナ
ツ
ク
ー1
、
人
民
の
種

々
な

ゐ
暗
愚
の
間
の
教
育

、
及
富
の
人
な
る
相
違

に
於
て
、
井
に
公
事
件
の
指
導
が
通
例
、
智
識
者
及
、
富

ド

條

件
さ
れ
た
み
力
の
手
に
あ
ろ
べ
く
、
.奨
め
ら
ざ
る
,へ
か
ら
ざ
る
事
情

に
於
て

、
画
家
の
給
付
に
於
け
る
政
府

の
要
求
ば
、
国
民
の
大
な

ろ
塊

の

欲
求
よ
り
は
別

の
も
の
ご
な
る
べ
く
、
随

ふ
て
常

に
民
衆
が
彼
等
の
了
解
奄
超

へ
又
彼
等
の
欲
求
㌍
雌
99
う
が
如
吾
、國
家
の
任
務

の
費
用

の
爲
め

15

に
貢
献
し
な
く
て
11
な
ら
沿
で
あ
ら
.う

ご
い
ふ
。

(註

=

一)
シ
エ
フ

レ
ー
に
・
民
主
政
治
は
・
賎
民
政
治
及
煽
動
政
治
家
政
治
に
墜
落

す
ろ
ミ
、
天
職
箏
特
に
内
乱
費

の
外

に
、
国
民
買
攻
の
爲
め
画

家

の
財
布
エ
リ
の
民
衆
扶
持
の
爲
め
の
第
二
の
亘
愛

、
更
に
恐
ら
く
に
肚
會
革
命

的
實
行
の
爲
め
の
人
な
る
浪
費
涛
條
件
す
ろ
。
組
挽
制
度

の
売

り

全
な
ろ
擾
乱
、
富
者

、
同
盟
國
民
及
従
属
国

民
の
過
重
頁
櫓

に
於
け

る
憂
革
が
避
く
べ

か
ら
す
に
現
は
る
建
い
ふ
。

12)

13)

141

15)

エ6)

Fina皿zwissenschaftandSoziologie.(WelLwirL6c』a価che5Goldscheid,

Archiv.yBd.3Hft.S.260-1.)稲 田 博 士 、 祉 會 政 策 ε階 級 圏 畢 、149頁

蹄:謄 雅 「Fw255.・。鉱2髭6,激 橡,ぎ論'監.,・.・.1.・ ・,。
Vo⊂ke,a.a,0.Sj64.

Schaffle,Steuern.A.T.S.Io3・

の



第
二
段

租
税
立
法
上
の
階
級
打
算
的
態
度
の
弊
害

■

.

上
記
の
如
き
階
級
打
算
的
態
度
、
勝
て
生
す

る
租
税
及
び
履
く

「
般
の
政
策
は
色
々
の
弊
害
を
齎
ら
す
。
先
づ

ラ

　

一
根
本

的

に
は
1

其

が
道
義

に
反

し
、
国

家
の
本
質

に
適

は
ざ

る

こ
ご
＼
な

る
。
元

來
、
自

然
的

の
利
己

を
抑

(制

し

調

和

す

る

こ

`

が

道

義

で

あ

り

、

此

道

義

を

維

持

し

、

人

々

を

し

て

李

和

に

し

て

満

足

な

る
共

同

生

活

を

管

ま

し

む

る

こ

ざ

が

国

家

の

大

な

る

目

的

で

あ

る

(
冠

【
三
)
。

然

る

に
夫

の

利

己

的

な

る
階

級

打

算

政

策

は

恰

か

も

正

さ
.に

此

に

反

す

る

ε

い

ふ

こ

ε

峯

な

る

(註

[
四
)
。

(註

=
一一)
フ
ナ
ッ
ケ
は
、
自
然
的
本
能

の
克
服
が
道
義
で
あ

っ
て
、
此
な
し
に
に
人
間

ぽ
肚
會
と
な

ろ
こ
己
葎
得
岨
。
肚
會
11
人
間
奄
道
義
的
に
教

育
す

ろ
方
便
で
、
其
最
高
の
形
及
蛮
毬

に
於
て
国

家
こ
な
ろ
ミ
い
ひ
、
ポ
ッ
〃
も
各
あ

根
本
的
な

る
思
想
家

に
今
日
、
国
家
が
人
間
世
界

の
最
高

の
カ
ミ
し
て
、
…早
に
祉
會
た
維
持
す
ぺ
世
の
か
な
ら
す

、
人
間
の
道
義
的
理
組

に
於
て
泄
會
の
輩
蓬
々
其
保

護
の
下
に
置
く
べ
き
も
の
な

る
こ
ぐ」

の

に

つ
』ざ
一
致
す
る
ε
漏
す
g

(註

一
四
)
ア
ダ
ム
ス
に
、
国
家

が
不
公
事
な
み
租
税
か
課
す
ろ
ピ
き
ば
・
此
が
国
家
に
胤
か
れ
た

る
信
認
々
裏
切
ろ
こ
ご
」
な
る
ピ
い
ひ
・
フ
オ
ツ

ケ
に
道
義
の
考

11
利
己
心
の
支
配
及
克

服
で
あ

ろ
。
然

る
に
利
己
心
に
よ
り

て
に
、
或
者
が
他

の
者
な
絞
取
り

、
強
者
が
弱
者

に
其
.負
捲

な
重
課

茎

一

な
ろ
ミ
い
煽

ラニ
實
際
上

に
は
先

づ
此

が

(
ラ

ラ

色
政
治
に
封
ず

る
不
満
1

を
生
す
る
。
西
政
治
に
於
け
る
優
勢
階
級
ご
劣
勢
階
級
ご
の
存
在
樹
立
自
身
が
既

論

叢

租
駐
立
法
に
於
け
る
階
級
打
算
的
態
度
.

第
十
四
巻

(第
五
號

三
五
)

七
八
九

17)Vocke,a.a.0.S.161.Hock,a,a.0.S.6.

18)Adams ,Scienceo「finance.p.295.Vocke,a.a.0.S.【62.
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論

叢

租
税
立
法
に
於
け
る
階
級
打
算
的
態
度

第
十
四
巻

(第
五
號

三
六
)

七
九
〇

に
劣
看
階
級

の
自

畳

の
進

め
る
虚

で
は
其

不
満

の
原
因

で
あ

っ
て
、
帳
合
其
下

に
、
租

税
が
公
雫

に
取
ら

れ
其

牧
人

が
公
雫

に
使
用

さ
れ

て
も
街

且

っ
不
満

な

る
程

で
め

る

の
に
、
租

税
其
も

の
並

に
其

牧
入

の
使
途

(註

一五
)が
不
公

平

不
當
で
あ

る
な
ら

ば
、
愈

々
以
て
人
民

の

一
部

、
時

こ
し

て

一
.大

部
に
大
な
不
満
不
牢
を
生

じ
な

い
繹

に
往

か

　
ラ

な

い
(註

一六
)
ろ
此

の
如

き
は
鰭

が

て
革
命
を
も
生
ず

る
か
(註
　
七
)然

ら
ざ
る
ま

で
も
彼
等

の
不
満

の
結
果

は
、
彼

(

等
を
自
暴
自
棄

に
陥

ら
し

め
、
勤
勉
努
力

の
風
失

せ
、
肚

會

の
風
規

を
棄
す

こ
ご

ε
も

な
b
、
文
化
及
産
業

上
の

獲
達
を
阻
止

才

る

こ
ε
ε
な

る
。
資

本
家
優
勢

の
時
代

に
は
無

産
者

の
臆
蕗

ご
も

な

る
が
、
無
産
者
時

代
に
は
資

本

家

の
捨

ふ

㎡、
き
重
き
所

得
財
産
及
相
続
税

の
爲

め

に
、
其
財
産

の
増
殖
を
躊
躇

せ
し
む

る
こ
ご

ε
も
な

り
得

る

(註
一
五
)人
に
其
排
ふ
所
の
金
が
萱
買
交
換
の
封
慣
で
あ
っ
た
時
に
て
曳

其
相
手
に
於
て
共
心
如
何
に
使
ふ
か
ざ
い
ふ
ご
ミ
ま
で
考
へ
て
其
が

不
當
に
使
は
ろ
ろ
と
思
ふ
場
合
F
、
之
が
支
躰
五
八も
の
に
つ
い
て
も
反
感
た
有
つ
こ
ご
ド
な
ろ
。
況
ん
や
=
力
的
支
飾
物
例
之
贈
物
に
つ
い
て
ば
、

人
に
一
層
多
く
其
の
使
途
な
考
ふ
る
。
租
税
の
如
き

=
刀
的
支
挑
に
て
も
同
様
で
、
人
は
之
に
つ
春
直
接
其
も
の
の
公
準
の
み
な
ら
す
、
間
接
に
其

牧

入
の

使
途

の
嘗

否

ま
で

も
考

ふ
ろ

こ

ご
ぐ」
な

6
。
1

否

な
加

之

¶
之

に

つ
昔

人
の

考

ふ

る

こ
否

ミ
な

問

は
す

、
本

来

、
租

税

こ
し

て

取

う
も

の

に

つ
い
て
ば

・
国

民
経
済

に
於

げ

る
金

が
私

人

の
手

に
あ

ろ
方

が

}
雇

有
益

か
、
国

家

の
手

に
渡

っ
f
、使

に

ろ
ゐ
方

が

一
風

有

益

か
か

考
察

す

べ
毒

で
あ

り

、
五
八画

家

に
め

ゐ
出力
が

一
履

有

益

な
もり
だ
け

に
て

及
且
ハ公

卒

に
分

配

さ

る
う
だ

け

に
て
経

済

的

に
叉

皿道
義

的

に
臥評
す
.へ
告
・も

の
で

あ

る
。恥

(註

一
六

)
フ

イ

ス
チ

ン
〃
に
、
纒

験

に
依

れ
ば

、
不
公

準

に
分
配

さ
れ

た

る
租

税
膣

追
ほ

こ

不
満

足

な
刺

戟
す

る
も

の
な
し

ご

ぜ
ふ
て
居

ろ
o

(註

脚
t

V
グ
ル

ン
ソ

エ
ル
ー1
、
　取
露

骨

に
、
横

奪

さ

ろ
N
も

の
が

多
数

な
れ

ば

革
命

、ら
な

う

と

い
ひ

、

7
イ

ス
チ

ン
グ
も

、
廣

寺
範
園

の
昏

の

正

當

な

ろ
不
満

足

に
一擾
乱
的

に
拗

音

、

租
税
制

度

に
關

す

る

「
般

且

つ
…濯
繍
腿的
な

ろ
不
満

足

に
全
国

家

制
度

に
射

し
擾

乱
的

に
働

く

ご
ふ

ひ
、

バ

ス
テ

●

ー
プ
ル
弧
亦
、
租
税
分
配
の
問
題
に
於
け
る
或
間
違
は
、
敬
意
に
よ

る
ξ
否
こ
層
間
は
す
或
場
合

に
1工
危
険
な

ろ
鮎

に
達
し
得

ろ
所
の
政
治
上
の
困

19)Fuistin9,a.a.0.S.8.
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ρ

U

雛
鳥
示

す
こ
ご
こ
な
る
。
1

公
の
食
櫓
が
祀
會
の
異
り
た

ろ
階
級
及
各
員

の
開園
に
公
準
に
分
配

ぜ
ら
れ
ず

ε
い
ふ
こ
ピ
の
根
擦
な
き
信
仰
の
行
は

鋤

う
ろ

こ

ご
も

が
大

に
擾
乱

的

の
力

で

あ

ろ
こ

い
ふ
。

ラ佃
租
税
苦
痛

の
刺
戟
-

斯
か
る
事
情

の
下
に
、
夫
の
不
公
李
に
重
き
負
捲
を
負
は
さ
れ
た
り
ご
威
す

る
人
達

.

鳳
其
租

税

に

つ
い
て
名
讐

ざ
か
光
榮

ご
か

い
ふ
戚

を
懐

き
難

く
、
只

さ

へ
苦

痛

ご
威

じ
勝

ち
な

る
租
税

を
(註
一
入
)

切
實

に
苦
痛

を
減

じ
、
而

か
も
公
牢

脱
の
下

に
威

す

べ
か
り
し
ょ

b
も

一
層

重
き
苦
痛

己
感

じ
、
租

視
を
以

て
災

厄
醜

し
牧
税
吏

を
悪
魔

の
如
く

に
も
威
す

る

こ
ε
ご
な

る
。

・

(註
一
八
)前
出
註
四
滲
照

　

う

に
租
税
通
脱
の
増
加
・一

い
随
ふ
て
は
又
租
税
の
通
脱
を
増
加
す

る
(註
一
九
)。
元
来
、
租
税
は
兎
角
多
く
の
人

〔

が
之
を
逃
れ
や
う
こ
す
る
傾
き
の
あ
る
の
に
(註
二
〇
)
、
不
公
卒
椀
の
場
合
に
は

一
層
之
を
増
長
す

る
。
其

の
下
に

軽

い
負
擢
を
す
る
優
勢
階
級
に
も
浦
税
は
行
は
る
る
が
、
過
重
負
捲
を
爲
ず
劣
者
階
級
に
於
て

}
層
之
を
増
長
し

な
く
て
は
な
ら
兎
。
特
に
凡

べ
て
の
視
に
於
て
課
枇
の
粉
砕
及
標
準
が
明
確
だ
ご
良

い
が
、
A
-日
の
事
情
の
下
に

共
の
望
み
難
く
多
少
不
明
確
た
る
を
免
れ
ざ
る
所

の
所
得
視
財
産
税
に
も
相
當
の
重
要
を
認
め
な

い
灘
に
行

か
な

い
で
税
制
の
施
行
上
、
各
人
の
道
義
心
に
待

つ
所

の
多
き
所
で
あ
る
の
に
、
斯
一
不
公
牛
視
が
人
の
租
税
逓
脱
を

増
長
す

る
ε
い
ふ
こ
ε
は
洵

に
困
っ
に
こ
ご
で
め
る
。
或
は
此
を
制
す
る
爲

め
に
罰
則
の
厳
行
ε
い
ふ
こ
ε
も
考

へ
ら
る
る
が
、
租
税
に
つ
い
て
は
由
来
、
此
が
寛
大
ご
な
b
來

っ
て
居
る
(註
二
こ
。
其
を
今
更
ら
急
激
に
政
む
る

こ
ε
は
難
一
、
急
激
に
改
む
る
に
於
て
却

っ
て
租
税
苦
痛
を
増
長
し
て
　

艮
の
結
果
の
獲
生
を
想
像
す

る
こ
ε
も

論

叢

租
税
立
法
に
於
げ
る
階
級
打
算
的
態
度

第
十
四
巻

(第
五
號

三
七
)

七
九

一

20)Gruntzel,a.a,0.S.24.
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論

叢

租
税
立
法
に
於
げ
る
階
級
打
算
的
態
度

第
十
四
巻

(第
五
號

三
八
)

七
九
二

出
乗

る
。
其

れ
で
租

税
逋
脱
を
除

く
爲

め
に
此

に
依

る
よ
り
は

、
む
し
ろ
根
本

に
遡

っ
て
不
公
季

椀
を
矯

正
す

る

う

の
外

な

い
こ
`
に
な

る
う

さ
て
又
夫

の
漉

挽
の
増

加

ε

い
ふ
こ
ざ
が
道
義

上
、
望

ま
し

く
な

い
こ
ε
は

い
ふ
ま
で

く

も
な

い
が
、
更
ら

に
財
政
股
天
上

に
し
損

害
を
生
す

る

こ
蓬

N
な

る
。
逋

税

さ

る
る
だ

け
牧
入
鉄
損

を
生
す

る
の

み
な
ら

ず
、
監

督
費
を
多

く
要
す

る
の
黙

に
て
も

損
害

`
な
り
、
牧

挽
上
の
監
督

の
嚴

に
な

る
だ
け

は
民
間

の
経

済

上

に
も
負
捲

を
多

く
掛
け

る
こ
ご

、
な
り
、
特

に
民

間
縄
濟

ご
し

て
は
、
謹
視

せ
ざ

る
正
直

な
者

の
瀧

税
者

ε

の
間

の
管
業
競
争

を
困
難
な
ら

し
め
て
之

に
損
害
を
與

へ
、
其
結

果

ε
し
て
は
勢

ひ

一
層
通
視

を
爲

さ
ざ

る
を
得

ロ

ざ

ら

し

め

、

然

る

ε

き

は

此

が

他

の

潜

に

も

感

染

し

て

一
の

流

行

の

如

く

に

ま

で

な

り

〔註

二
二
)
、

更

ら

に

之

を

監

幌

す

べ
き

輿

論

も

が

之

が

批

判

を

寛

大

に

す

る

こ

`

こ

な

っ

て

は

益

々

之

を

壇

長

ず

る

こ

ε

ε

な

る

(註

二
三
)
。

(註

一
九
)
ハ
ム
が
・
租
税
詐
備
の
原
因
に
之

た
不
完
全
な

み
種
法

に
求
む
べ
く
、
利
己
心
及
入
間

り
賜
粘

に
求
む
べ
か
ら
す

ぜ、
い
ふ
ば
言
ひ
過
ギ
、

で
あ

ろ
が

一
面
の
眞
理
は
あ
み
。

ム
ル

ハ
ル
ト
が
、
顧
ろ
不
公
平
に
分
配
さ
れ
た

る
税
に
、
公
準
に
分
配
さ
れ
た
ろ

一
層
{日岡
き
も

の
よ
吋
も

】
層
之

恥

た
徴
敬
す
る
こ
巴
が
困
難
で
あ

る
ε
い
ふ
の
に
、
此
疽
枇

の
反
面
な

い
ふ
の
で
め
る

.

(註

二
〇
)前
出
註

五
参
照

(註

二

一
)
イ

ニ
リ
ウ
ス
ベ
ル
が
一
に
、
人
の
人
に
鉗
す
ろ
詐
偏
に
全
く

一
般

に
、帝
【に
罰
ゴ
べ
き
も
の

`
考

へ
ら
ゐ
＼
の
み
な
ら
す

、溢
義
上
に
』

排
斥
ゴ
.へ
毒
も
の
ざ
考

へ
ら
れ
て
居

る
の
に
、
人
に
国
家

に
封
ず
る
欺
傭
々
古
来
、
多
少
所
謂
肚
曾
的
に
可
能

な
も
の
ず・
し
て
居
る
。
1

而
し
て

吻

国
家
に
租
税

に
つ
.き
此
理
解
な
顧
慮
し
た
こ
い
ふ
。

(鮭

三

)
ホ
・
〃
ば
・
画
家
経
済
の
最
恐

る
.へ
き
疾
病

の

一
に
、
租
税
逋
脱
で
め
る
。
此
が
蕾

に
国
家
攻
入
の
直
接

の
喪
失
た
る
の
み
な
ら
ず
、

、
逋

脱
者

に
其
に
よ
り

て
其
競
争
者
が
捲

ふ
.へ
音
費
用
々
節
し
・
其
産
物
を

暦
安
く
供
す

る
・
;
湿

可
解

・
し
、
此
偵
絡
の
幾
組

ば
税
が
高

け
れ
ば

O

臨

21)Meisel,a,a.0.(Z.f.g.Stw.75J9・1&2H吐 ・
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高
き
ほ
こ
、
底
止
が
産
物

に

一
層
密

な
る
關
係

に
あ
れ
ば
あ
、ろ
ほ

こ
愈

々
大

ξ
な
る
。
之
に
よ
り
て
此
競
争
者
が
其

販
路
に

つ
音
井

に
其

所
得

に
於

て
撰
害
な
畏
く

る
こ
`
L
な
り
、
彼

が
租
税
能
力
心
夫
ひ
、
此
が
更

に
財
政

に
反
響

す
る
こ
ミ
」
な

み
。
叉
は
其
経
・濟
上
の
存
立
々
救
ふ
が
爲
め
に

お

ば
矢
張
り
蹴

脆
に
出
る
の
蝕
儀
な
き

こ
ε

㌔
な
噂
斯

く
て
浦

脱
が
流
行
ε
な
り
此
が
國
の
災
害

ε
な
る
ざ
い
ふ
。2

(}証
二
一昌

ホ
ソ
〃
に
、
北
通
脱

の
綴
が
ろ
度

に
於

て
其
不
道
義
及
不
公
正
に
關
す

る
輿
論
が
鈍
り
叉
邪
路

に
迷

ひ
、
且
つ
此

ミ
共

F
税
法

の
忌
避

に
封
ず
る
最
有
力
な

る
酎
挽
物
の

一
が
な
く
な

ろ
こ
ご
＼
な

る
。
然

る
ミ
含
に
人
が
此
税
法
の
懲
罰
な
唯
だ
軽
き
意
味

の
罰

ミ
爲
し

、
之
々
犯
す

も

う

ロ

ぬ

別

に
悪
名

為
得

ざ

る
こ

ミ
ε
な

る

ε
い
ふ
。
」

「

第
三
段

租
税
立
法
上
の
階
級
打
算
的
態
度
の
弊
害
防
止
策

ラ一
根
本
的

に
は

石
階
…級

打
算

的
態
度

の
弊
害
を

除
去

す

る
の
に
は

、
之

に
…封
抗

す

べ
き
強

き
見
解

の
普
及

を
計

る

(こ
ご
が
肝

要

で
あ

る
。
夫

の
態

度

の
根
源
た
.る
人
間

の
利
己

が
所

詮
、
人
間

ε

い
ふ
不
完
全

な
も

の
に
避

く

べ
か

ら

ざ

る
所

で
、
之
に
封
抗
す
・る
も

の
を
幾
ら
高

調

し

て
も
何

の
効

果
も
な

い
の
か
も
知

れ
な

い
が

、
其

で
も
之
を

抑
制
す

る
も

の

ご
し
て
此
見

解

に
重

き
を
置

か
な

い
課

に
行

か
な

い
。
道
義
随

て
正
義

公
正

は
人
類

の
凡

へ
て
の

行

爲

の
爲

め
の
標
準

で
あ

っ
て
其
が
均

し
《
租

税

に

つ
い
て
も
當

る
こ
ε
「註
二
四
)租

税

が
人

々
間

の
分
配
問

題

さ

し
て

一
の
泄

會
倫
理
的

の
も

の
な

る
こ
玄

註
二
五
)は

.
租

椀

に
利
害

を
有
す

る
凡

べ
て
の
人

の
深

一
強
く
銘
す

べ

き

こ
ご
で
あ

っ
て
、
随

ふ
て
文
人
は
租

税

の
給
付

に

於
て
光
榮
を
認

め
(粧
二
夫
)、
之
が
立

法

に
當
り

て
は
正
義

の

命
ず

る
腱

に
從

ひ
、
階
級
打
算

を
行

ふ

べ
き
も

の
で

な

い
こ

い
ふ

こ
ε
〔註
二
七
)を
期
し

な
く

て
は
な
ら

漁
。

論

叢

租
税
立
法
に
於
げ
る
階
級
打
算
的
態
度

第
†
四
巻

(第
五
號

三
九
)

七
九
三

2呂)Hock ,a.a.Q.S.37.
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論

叢

租
税
立
法

に
於
け
ろ
階
級
打
算
的
態
度

、

第

†
四
巻

(第
五
號

四
Q
)

七
九
四

〔註

二
リ

シ
ラ

・
-
に
・
嚢

が
凡
べ
て
の
人
間

り
行
爲
不
行
爲
集

す
。へ
く
、
随
ふ

て
諜
撃

も
貫
く

、
、
・、
、
特

に
課
鑑

者
の
方

に
て

も
納

馨

の
方

に
て
も
裏
方

に
て
之
蒼

く
ミ

・
に
當
然
で
あ
ろ
。
此

に
よ
れ
ば
蓑

に
課
擁

の
特
段
な
る
原
則

・、
し
て
定
め
し
め
奮

い
ひ
、

.

ナ
ソ
ケ
も
・
通
義

に
献
會
及
国
家
の
根
源

に
し
て
黒
質

・
前

提
に
し
て
効
果
で
あ

み
。
随

ふ
て
圃
家
生
活
の
凡
べ
て
の
方
面

に
て
最
高
位

の
原
則
で

あ

ろ
こ
い
ひ
・
ア
ダ

ム
ス
も
、
公
正

に
適
癒
す
る
こ
こ
11
相
擁

に
特
段
な
る
こ
ご
で
は
な

い
。
此
が
む
し
ろ

一
般
政
治
原
則

の
租
税
上
の
適
用
で
め

・
・政
府
餐

蕪

・
凡
そ

で

霧

宗

反
正
篶

縉
紳
一

行
ば
烹

・
嵯

島

こ
・
ふ
、・・、
・、同
一
・
諾

。
讐

に
、爆

叢

に
つ

き
人
民
の
間
の
公
準
な
尊

重
し
な
く

て
ば
な
ら

沿
ミ

い
ひ
、
ミ
ル
も
、
何
故

に
準
等
が
租
税
の
事

項
に

つ
き
規
則
た
る
べ
き

や
鵡
が
政
治

の
凡
べ
て

励

の
事
件

に
而
か
め
ろ
べ
き
が
故
で
め
b
こ
い
ふ
。

(註
=
五
)
ポ
Z
・
・
匡

租
需

題
一・
分
配
問
題
で
め
柴

此
の
如
書

留

し
註

會
纏

的
の
性
蕩

あ

・済

ひ
、
パ
う
T

プ
ル
も
相

舞

分
配
懸

隻

呈

筥

馨

の
入
棊

瓦

・へ
て
の
腰

高

・
ぐ
錘

的
雰

で
・
良

ふ
画

(註

二
六
)
前
出
註

】
参
照

〔註

=
七
)前
出
註
二
務
照

へ

　二
者
箇

の
立
場
よ
り
見
て
先

づ

(
助
穐

者
の
立
場

に
於
て
一

人
・
が
租
穐
納
付
を
以
て
、

あ

高
き
義
務
・
し
、
「あ

光
讐

し
名
誉

す

く
る
の
観
念

を
も

つ
こ
ε

が
望
ま

し

い

(註
二
人
)。
の

そ
し

て
此

が

一
般

に
行
渡

る
な

ら
ば

、
立
法
者

こ
し
て
の
優

く

者

も
夫

の
階
…級

打
算

的

の
態

度

に
は
出
[で
な

い
こ
蓬

に
な
b
得

る
。
彼

が
租
税
納
付

を
苦
痛

ε
思

へ
ば
こ
そ
夫

の

態

度

に
出

る
の
で
、
之
を
光
榮

ε
思

ふ
な
ら
ば
、
敢

て
此
態
度

に
出
つ

る
に
は
及

ば

漁
。

叉
既

に
彼
等
が
此
態

度

に
出
で
す
・
公
設

る
態
度
に
出
つ
る
な
ら
ば
・
劣
蔭

級
の
人
・
も
亦
晃

榮
親
を
有

つ
老

に
な
ら
う
。
.故

25)

26)

SchafHe,a.a.O.S.4Q.Vocke,a.a.0.S.16ト2.Adams,1.c.P.294-5.

Mill,1.c.Bk.V.Cb.11.馨2.

Ho仔mann,DerGerechtigkeitsge膚anke
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、

㌧

う

に
根
本

は
優

者
階
級

が
先

づ
此
観

念
を
有

つ
こ
蓬
を

期
す

る
こ
ε
に
あ

る
が
、

ろ
併

し
叉
其

の
如

何
を
別

こ
し
て

く

も
本
來
劣
者
階

級

に
於
て
之

を
有

つ
べ
き
も

の
で
あ

る
。

人
が
租

税
納
付

を
苦
痛

ε
思

ふ
の
も
人
情
避
C

べ
か
ら

ざ

る
こ
ご
で
は
あ

る
が
、
併

し
叉

之
を
高

き
義

務

ε
寫

し
、
光
榮

也

ε
も
考

へ
得

る
。
之

に
依
り

て
国
家

て

ふ
文

化

團
艦

が
維

持

ぜ
ら

る

ε

い
ふ
に
於

て
、
多
激

民
の

幅
利
が
増
進

せ
し
め
ら

る
ご

い
ふ
起
於

て
、
之
を
捲

ふ
こ
ε

は
光
榮

ε
考

へ
得

る
。
英
貨
捨

の
割
當

が
公
李

な

る

こ
ε
は
望

ま
し

い
が
、
傲

り
に
此

が
多

少
不
公
平

で
、
自

分

達

の
負
罐

が
重
過
ぎ

る
ご
し
て
も

、
其

が
或
特
定

の
甲
乙

ε

い
ふ
如

き
箇

入

に
取
ら
れ
た

の
で
な

く
て
、
國
家

全

艦

の
爲

め
に
多

数

の
人

々
の
爲

め

に
な

っ
た
ご

い
ふ

に
於

い
て
、
自
己

の
負
携

の
輕

過
ぎ
陀

ε
き
ょ
り
も

一
層
多

く

の
満

足
を
も
感

じ
得

る
。
自
己

の

一
身

に
使

っ
た

よ
b
も
合
鴨

の
爲
め

に

一
層
有
蓋

に
使
は

れ
だ

ε
し
て
、
其

に

一
層

大
な
満

足
を
戚

じ
得

る
。

其

に
謝

し
そ
ん
な

に
不
雫

不
満

を

い
だ
か
ざ

る
こ
`
が
出
來

る
〔註
二
九
)。
少

く

ε

も
此

光
榮
蜆

に
よ
り
て
、
夫

の
自
然

に
生
す

べ
き
苦
痛

を
輕
減
す

る

こ
冠
を
得

る
(註
三
Q
)。

尤
も
此

の
如

き
光

榮
観

を
利
己
心

の
相

當

に
強
き
普
通
ん

に
望
む

こ
ε

は
六

つ
か
し

い
。
特

に
挽
法
が
不
公
平

で
あ

る

ε
き

に
は

一

層

六

つ
か
し
い
か
ら
、
先

づ
以
て
租
枇
立
法

に
勢
力

を

も

つ

べ
き
優
者
階
級

よ
り
し

て
此
観
念
を
養

ひ
、
謄

ふ
て

又
公
卒

視
を
立

つ
る
こ
ε
を
望
ま

な
く

て
は
な
ら

濾
が
、
納

税
者

に
は
叉
彼

の
立
場

ε

し
て
假
令
多

少
不
公
卒

が

存

し
て
居

て
も

、
全
艦

の
爲

め
に
貢
献
す

る
こ
・し
に
光
榮
を
戚

じ
満
足
を
懐
く

だ
け

の
畳

悟
を
望

ま
な

く
て
は
な

ら

漁
、。
佃

ほ
此

に
此
道
義
的

に
考

へ
た
る
租

税
光
榮

親

電
似

て
非

な

る
も

の
を
注
意

し
な

く
て
は
な
ら

ぬ
。
即

ち

論

叢

相
殺
立
法
に
於
け
る
階
級
打
算
的
態
度

第
十
四
巻

(第
五
號

四
ご

七
九
玉

"



.、

論

叢

租
税
立
法
に
於
け
る
階
級
打
算
的
態
度

第
十
四
巻

(第
五
號

四
二
)

七
九
六

自
己

の
軍
な

る
虚
榮

心
、
叉
は
自

己
の
肚

會
的

叉
は

螢
業
的
信
用

を
高

め

ん
ざ
す

る
利
己
心

よ
り
し

て
通

視
を
行

は
す

叉
は
進

ん
で
過

大
な

る
負
措

に
も
任

せ
ん

こ
す

る
も

の
で
め

る
(註
三
一
)。

此

は
適
税

よ
り
は
、
ま
し

で
は
あ

・ら

う
が
、
併

し
共
も
穏

當
な

こ
ε
で
は
な

く
、
勘

む

べ
き

こ
`
で
は
な

い
。

(註
一一八
)前
出
証
一
審
.照

(註
=
九
)ケ
ン
ゼ
ル
は
、
純
粋
な
ろ
国
民
ぐL
し
て
井
に
交
明
入
こ
し
て
自
任
す
ろ
者
に
、
利
己
心
の
抑
制
よ
り
出
た
ろ
公
共
心
な
育
た
な
く
て
11

な
ら

沿
。
!

】
般
国
民
的
利
益
に
凡
べ
て
の
各
箇
的
利
益
た
超
.越
す
ざ
い
ふ
實
鎧
な
以
て
到
る
逮

に

}
質
す
べ
き
も
の
で
あ

ろ
マ、
い
ふ
。

ス
タ
y

プ
が
嬰

ゐ
所

に
依

れ
ば
、

レ
ナ
モ
ネ
ー
な
ろ
者
が
、
近
頃
の
所
得
税
調
査
委
員
會

爽

國

の
)
に
て
、
彼
の
佛

つ
た
税
に
彼

の
爲
し
た
ろ
量
艮
の
支

助

出
で

、
彼

は

之

が
爲

あ

に
最

多

く

の
漏
足

な
得

た
こ

い
ふ
た

ご

い
ふ

.
;
」
で

め

る
。

助

〔註

三
〇
)
ス
タ
ツ
プ
ば
人
の
名
岩
心
が
租
税
の
著
痛

に
勤
す

ろ
鎭
痛
捌
た

ろ
な
得

こ
い
ふ
て
艮
か
ら
う
ぐ、
い
ふ
て
居
る
。

(註
三

一
)
ミ
ル
に
注
意
し
て
居

る
.
曰
く
、
英
図

の
社
倉
的
弊
害
の

一
に
實
際
有

つ
よ
り
も

一
暦
大

な
所
得
々
育

つ
こ
ご
の
外
飆

々
維
持
し
叉
に

ラ

も

ゆ

維
持

ぜ
ん
ご
す
る
實
行
で
、
此
が
殆
ん
ご

一
の
慣
習

ざ
な
っ
た
こ
こ
で

あ
ろ
ピ
。

ラB
立
法
者

の
立
場
に
於
て
一

人
が
租
税
を
正
義
又
は
公
正
の
見
地
に
立

っ
て
庭
理
す
る
態
度
を
固
守
す

る
こ

(
`
が
望
ま

し
い
。
租

挽
正
義

に

つ
い
て
は
或

は
此
が

可
動

の
あ

の

ε
も

い
ひ
(註
三
二
)、
或

は
此

が
不
動

の
も

の
ご

も

い
ふ
て
書

三
三
)争

は
れ
て
居

る
が
、
併

し
私

の
見

る
所

で
は
租

税

正
義

の
内
容

は
多
少
、
時
勢

に
よ
り
攣

具
す

る
け
れ

ε
も
(註
三
四
)
、
租
税

が
兎
も
角

、

正
義

に
依

る

べ
き

こ
ご
に

は
異

論

は
な

一
、
如

何
な

る
`
き
に
も
孚

な

く
、
叉
其

々
の
時
代

に
於
て
何

が
正
義

か
ざ

い
ふ
こ

蓬
も
略
ぼ
定

め
ら

れ
得

る
。
其

が
多

少
精
密

を
敏

き
、
随

ふ

て
實
際

に
は
近
接
的

公
正

に
止
ま

る
の
外

な
き
嫌

は

め

る
(註
三
五
)が
、
兎
も
角
、
當
時

の

一
般

の
割
断

に
ま
り
略
ぽ

27)

28)
29)

QuenEel,DiePsycologieder

principlesoftaxation・P・51・

Stamp,]・c.P,10・

IVI重1】,1.c響Bk.V.Ch,III.老5・

Reichs丘nanzretorm,S.3.15.Stamp,The

'

.
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6

ラ

定
ま

り
得

る
。

い
そ
し

て
租
税
が
此

正
義

に
よ
り

て
取

ら
れ
更
ら

に
其
牧

人
が
正
義

に
從

っ
て
使
用

せ
ら

る
る
ご

.̀k

き
に
、
特

に
此

が
行

は
れ
だ
り

ど

　
般

に
信

ぜ
ら

る
る

ε
き
に
(註
三
六
)
、
経
験
上

一
般
肚

會

に
満
足

が
行

は
れ
(註

三
七
)
、
其

に
よ
り
秩
序

も
保
た

れ
(註
三
八
)、
産
業

も
進

み
、
文
化

も
進

み
、
税

が
輕
く
威

嚇
ら
れ

て
、
之
を
出
す

こ
ご
を
光
榮

ざ
威
す

る

こ
`
ε
も
な

っ
て
(註
三
九
)
、
逋

税
も
少

く
(註
四
〇
)、
徴
税

上

の
面
倒
も
少
く

(註
四

こ
、
牧

　
ラ

入
も
豊

か
な
る
こ

ε
が
出
來

て
、
政
治

、
財
政

、
産
業

、
文
化

上
凡

べ
て
好
結
果

を
齎

ら
す

(註
四
二
)。

ろ
政
治

上

の
優

者
階
級

π
る

も
の
ぽ
正

さ
に
此

の
如

き
結

果
を
齎

ら
す

が
爲

め
に
努

力
す

べ
き
義

務
が
あ

る
。
即

ち
元
來
敬

治

上

の
支

配
を
行

ふ
ご

い
ふ
こ
ε
は
、
支

配
者
自

ら

の
矯

め
に
す

べ
き
も

の
で
は
な

く
、
全
く
彼

ε
他

の
者

ε
を

包
括

し
た

る
全
禮

の
矯

め
に
す

べ
き
も

の
で
あ

る
(証
四
三
)
。
全
盤

の
爲

め
に
好
結

果
を
生
す

る
が
短

め
に
は
自
己

の
利
益
を
犠
牲

に
供
す

る
ε
も
、
自
己

の
利
益

の
爲

め

に
冷
艘

の
利
益
を
傷

う
て
は
な
ら

漁
。
特

に
彼

が
政
治

上
、

他

の
者

よ
り
も
優
越

の
地

位
を
占

む

る
其
事
自
身

が
既

に
彼

に
取
り

て
有

利

で
め

乃
の

に
、
街

ほ
其
上

に
も
租

椀

な
ご

に

っ
き

一
層

有
利
な

る
地

位

に
立

た
う

ε
い
ふ
の

が
慾
張

り
過

ぎ
る
ε

い
ふ
も
の

で
あ

る
。
彼

は
本
来

い

へ

ば
或

は
其

の
政

治

上
優
越

な
る
だ
け
、
む

し
ろ
租

税
を

飴
計

に
出

し
て
も

良

い
位

で
あ

る
。
尤

も
租

税
を
報
償
的

ぼ

の
も

の
ビ
解

せ
ざ

る
以
上
、
其

は
必
要
な

き

こ
ご

で
あ

る
が
、
兎
も
角
、
公

正
上
被

の
出
す

べ
き
も

の
だ
け

は
彼

に
於

て
出
す

こ
ご
を
躊
躇

し
て

は
な
ら

戯
。
公
季

の
見

地

に
於

て
彼

の
出
す

べ
き
も

の
は
進

ん
で
出

す

べ
く

、
出

す̀

べ
き
や
出
す

べ
か
ら
ざ

る
や
疑

は
し
き
も

の
も
、
む

し
ろ
進

ん
で
出
す

の
が
穏

當
で
あ

る
。

つ
ま
り
他

の
劣
者

論

叢

租
税
立
法
に
於
け
ろ
階
級
打
算
的
態
度

第
+
四
巻

(第
五
號

四
三
)

七
九
七

『

O

.



一

論

叢

租
税
立
法
に
於
げ
ろ
階
級
打
算
的
態
度

第
十
四
巻

へ第
五
號

四
面
V

七
九
八

階
級

を
し

て
不
満
を
懐

か
し
め
ざ

る
だ
け
の
質
権

に
は
任

じ
な
く

て
は
な
ら

撮
。

之

よ
り
擧
げ
ら

れ
花
る
肢
入

の

使
用

に
就

て
も
、
全
膿

の
爲
め

に
有
益
正

賞
な
る
だ
け

に
之
を

寫
し
、
自

階
級

の
利
益

に
向

け
過

ぎ
た
ε

の
威

を

他
階
級

に
懐

か
し

め
ざ

る
だ
け

の
注
意

が
肝
要
で

あ
る

一
此

の
如

さ
は
實

に
正
義

の
命
ず

る
所

で
あ

る
の
み
な
hb

す
、

文
正

さ
に
彼

等
階

級

の
地

位
を

永
く
維
持
す

る
に

も
敏
く

べ
か
ら
ざ

る
こ
ご
で
、
永
遠

に
亘

る
彼
等

の
階
級

利
益

か
ら

い
ふ
て
も
有
益

で
あ

る
。
或
階
級
が

永
く
其

歌
治
上

の
優

越
を
維

持
し
得

る
や
否
や
は

、
彼

が
其

目
前

の
利
益
を
顧

み
ざ

る
や
否
や
に
係

る
。
彼
等

に
し
て
目
前

の
私
利

を
追

は
す

、
公
卒
な

る
態

度
を
持
す

る
な
ら
ば
、

永
く
劣

者
階
級

の
信
組

を
続

く

る
こ
ε
を

得

る
が
、
然

ら
ざ

@
ば
間

も
な
く
破
滅

を
招

か
な

く

て
は
な
ら

澱
。
又

恐
ら
く

は
彼
等

が
其
初

め
優
者

ξ
な

っ
た
ぜ
き
は
、
む

し

ろ
自

ら
の
利
己

的

の
立
場

を
持
し
た

の
で

は
な

く
て
、
私

利
を
犠
牲

に
供

し

て

一
般

の
爲

め
に
計

っ
た

の
で
あ
ら

う
。
其

の
爲

め
に
優
者

蓬
な
り
な
が
ら

、

一
旦
優
者

ε
な

る
や
、
カ

を
濫
用

し
・
其

鴛

め
に
其
地

位
を
維
持

し
得

ざ
る

に
も

至
る
。
愚

や
及

ぶ

ぺ
か
ら
す

で
あ
る
(茜

四
)。

(註
記
=
ヲ

グ
ナ
ー
ば
・
公

正
な
ろ
も
の
血
に
凡
べ
て
の
道
義
的

な
う
も
の
は
・
.絶
封
的
の
も
の
で
な
く
て

、
多
少
時
間
的
歴

史
的
)及
揚
威
的

に
相
射
的
の
も

の
で
あ
る
.。
国
民
り
文
明
に
よ
り

て
條
伸

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

課
税
の
正
義

に
も
特
に
此
が
當
ろ
ミ
ジ
ひ
、

ヘ
ツ
ク
ル
も
、
租
税

・

正
義
に
唯
だ
相
対
的

の
し

の
た

う
.へ
く

、
歴

臭
愛
邉
の
潮
流

に
置
か
れ
た
』
の
で
あ
ろ
ミ
い
ひ
、

芦
一

y
も
、
公
正
に
附

す
る
判
断

の
獲
達

に
地
歩

の
　

す

う
も

の
で
あ

ろ
こ
い
ふ
昭

(註

三
三
)
パ
リ
↑

に
、
正
義
に
時
及
威
二
り
絶
対

に
獅
立
し
た

ろ
性
質
存
有
す
ミ
爲

し
、
マ
イ
ゼ
ル
も
、
馨
正
11
永
久
に
し
て
、
其
要
求
に

つ

鋤

き
時

の
事
情

に
よ
る
愛
協

に
齎

ら
さ

ろ
㌧
な
得
ず

ざ
い
ふ

30)Wagner,Fw.2Aufl.II.S.379-380・Heckel,Lehrbuch1・S・179・Cohn,

a,a.0.S.242.・

31)Parieu,Traitξdesimp合ts.2登d.

Jg.4Hft・S・494・)

1.P,2[.Meisel,a.a.O.(Z.f.g・Stw・74
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、

(註
富
国

青

田
註
三
二
参
照
。
筒
ほ
、

シ
エ
フ

レ
ー
は
、
道
義
及
随

っ
て
正
義
理
想

の
内
容
其
も

の
は
倫
理
史
的
嶺
違
の
結
果
で
あ

っ
て
、
随

っ

て
各

の
時

及
各

の
国

民

に
ミ
リ

て
異

る

ε

い
ひ

ー

ボ

ル
グ

ト
も

、
租
税

原

則
上

の
要

求

ば
凡

,へ
て

の
時

及
國

に
て
同

一
な

ろ
内
容

々
看

た

の
ミ

い
ひ

-

の

ヘ
デ
マ
ン
も
、
理
想
が
永
久
的

の
不
動

の
大
さ
で

な
く
て
、
時
代
精
酔

に
係
り
、
世
界
観
及
欲
望
の
愛
化

に
か
L
る
ε
い
ふ
。3

(註
一二
五

「
ボ
ル
グ
ト
は
、
租
税
原
則
上
の
要
求
ば
絶
対

に
し
て
畢
な
音
方
法

に
て
完
全
に
は
實
現
ゼ
ら

ろ
」
な
得

の
這
い
ひ
・

コ
ツ
サ
も
、
止
義

原
則
の
用

心
深
善
適
用
が
常
に
多
大

の
困
難

に
遇

ふ
が
薦
め
に
、
人
に
魔
除

に
に
近
接

的
正
當
に
て
満
足
し
な
く
て
な
ら

沁
こ
い
ひ
、

ロ
ツ
シ
ァ
ー

も
租
税
公
正
曇

の
画
家

の
努
む
べ
立

の
遡
想
で
、
併
し
巌
暑

国
民
の
量
器

政
府

も
が
決
し
て
完
全

に
に
達
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ

を

い

鋤
ふ
。〔註

=
=
(
)
バ

入
テ

ー
ブ

ル
に

、

租
税

が
智
貧

的

に
公
冗†
な

る

こ

マ」で

・も
不
†

分

で
め

つ
て
沸
此

が

一
般

に
公

準

ご
認

一の
ら

れ

な
く

て

Pμ
な

ら

掩

ぜ㌧

黝

い
ひ
、
カ

ソ
ナ

ン
も
「
公
平
は
人
民
の
塊

に
£
り

て
此
の
如
き
も
の
ぐ」見
做
一さ
る
」
も

の
で
な
く
て
-工
菰
ら
.複
ざ
い
ふ
。

〔註
剛昌
t
)政
治
の
要
1ま

一
般

の
満
足

障
あ

る
。
此
の
如
き
も
の
は
實

に
公
正
に
よ
り
て
得
ら
る

」
。
ブ
イ
ス
チ
ン
グ
は
之
に
つ
昏
、
資
櫓
者
【の
範

囲
が
愈

々
大
で
、
負
櫨

が
方
法
及
範
圏

に
於

て
各

人
の
能
力

に
愈

々
多
く
相
當
す

る
ぐL
琶
は
、
負
櫓

が
愈

々
多
く
喜
ん
で
櫓

1止
る
へ
か
ら
、
其

分
配

が
正
當

な
ろ
利
己
心
の
此
要
求

に
慮
ず
る
ぐ」
春
帥
ち
租
税
貢
携

が

一
般
且

つ
牛
等

で
釣
合
あ

ろ
耶
等

ド
て
分
配

ゼ
ら

る
」
守」
き
一1
、
租
税
員
櫓

1工
不

撮
な
く
櫓

11
る
」
で
あ
ら
う
。
.1

關
輿

の
範
園

が
愈

々
廣
く
な
れ
ば
な

ろ
ほ
こ
、
租
税
需
要
な
其
益

々
増
進

す
る
定
き

に
て
も
、
格
別
感
す
べ
き

ほ
ざ
の
燈
迫
な
く
し
て
齎
ら
す

べ
き
可
能
に
愈

々
太

い
。
・1

そ
し
て
蜜
腺
租
税
政
策

の
重
な

る
目
的
は
常

に
現
存
制
度

に
封
ず

る
人
民
の
大
な

る

塊
の
満
足
で
な
く
て
に
な
ら

ぬ
ミ
い
ひ
、
パ
リ

ユ
ー
も
、
正
義
原
則

に
從
ふ
第

二
の
利
益
に
、
其
相
互
關
係

に
於
て
公
正
に
適
ひ
た
ろ
各
人
の
分
配

に
利
害
准
も

つ
所
の
義
務
者

に
よ
り
て
感
ぜ
ら
る
、
ぐ」
い
ひ
、

マ
イ

セ
ル
も
、
画
家
ミ
私
郷
…溶
一ミ
の
間
の
平
和
に
相
互
間
[の
不
信

が
消
失
す

る
ミ
き

に
の
み
生
じ
得

る
乏
い
ひ
、

(
デ
マ
ン
は
、
政
治

生
活

に
於
て
に
正
義

の
現
象

な
し
に
に
現
に
れ
ず

ミ
い
ふ
こ
ミ
の
信
仰
は
、
哲

學
的
認
識

に
よ
る

よ
叫
に
纒
験
に
依
ろ
。
何

こ
な
れ
ば
経
験
ば
政
治
上
の
事
物
な
辯
護
す

る
爲
め
に
に
、
常

に
正
義

に
依
ら
る
㌔
こ
ミ
な
示
す
か
ら
。
此
敏
に
人
心
に

鋤

に
此
か
ろ
辯
護

に
依
る
ミ
い
ふ
欲
求
が
宿
ら
な
く

て
に
な
ら

沿
ε
い
ふ
。

論

叢

租
税
立
法

に
於
け

ろ
階
級

打
算
的
態
度

噛

第

十
四
巻

(第

五
號

四
五
)

七
九
九

.

32)Schaf旧e,a.a.0.S.如.Borght,Fw.S.88.Hedemann,Gedanken廿ber

Gerechtigkeit.(Archivf'Rechts-andWirtschafしsphilosop.hie.XBd.2

Hft.S.164.)

33)Burgllt,a.a.0.S.88.Cussa,Grundl.issd.Fw.S.58.Roschc且 ㍉a・a・0・

S.239.

Basしable,1,c.p.296-7.Jones,Thenatureandfirstprincipleoftaxation.34)
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論

叢

租
税
立
法
に
於
け

る
階
級
打
算
的
態
度

第
十
四
巻

(第
五
號

四
六
)

八
0
0

■

〔註

「昌
八
)
グ
ル
ン
ッ
ェ
ル
に
曰
く
、
法
律
秩
序
の
維
持

が
最

重
要
な
る
画
家
任
務
で
め
ろ
か
ら
、
課
税
に
於

て
公
正
反
正
當
の
観
念
が
特

に
好
ん

鋤

で
滴
用

ぜ
ら
る
こ
。

(註
葛
九
)
前
出
証
三
七
ブ
イ

ス
テ
ン
グ
参
照
。
術

ば
ロ
ツ
ジ
ア
ー
も
亦
曰
く
、
国
家
が
愈

々
巧

か
に
仕
組
ま

ろ
れ
ば

、
同

「
租
税
員
捲

も
が
愈

々

容
易

に
櫓
に

る
㌧
こ

芝
」
な
り

・
国
民
が
自
由

に
し
て
・
教
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
こ
彼
等
が
定
々
愈

々
多
く
進
ん
で
憺

ふ
・
.噛こ

㌧
な
る
。
勿
論
文
化

鋤

進
捗

の
此
名
誉
ば
国
民
の
感
情

に
、
公
正
に
し
て
緩

な
う
も
の
ミ
見

19
る
税

の
み
に
嘗
る
ぞ」。

(註
四

9

ホ
ッ
ク
は
、
不
人
里
な
ら
ず
且

つ
尊
敬

さ
れ
た
る
政
府
、
公
正
且

つ
準
雑
な

ろ
税
一ト
射

し
て
ば
、
利
己
心
の
強
き
動
機

の
み
が
箇
人
な

鋤

ト

粗
粉
支
挑
の
悪
遊
に
動
か
し
得

ろ
こ
い
ふ
て
居
ろ
。
.

ノ

(註
四

一
)
パ
リ
ユ
ー
は
、
正
義
原
則

に
從
ふ
第

一
の
利
益
ば
特
に
粗
粉
徴
攻

に
於
け
る
凡
ぺ
て
の
困
難
次
兄

べ
て
の
複
雑

の
影
響

な
直
接

に
受
く

謝

る
所
の
政
府
に
二
り

て
評
償
ぜ
ら
ろ
、
ピ
い
ふ
。

(註
四

;

ム
ル

ハ
ル
ト
ぱ
曰
く
}
其
凡
べ
て
の
臣

民

へ
の
租
穐
た
最
公
早

に
分
配
す
る
画

家
に
常
.ト
最
有
力
で
あ

ろ
、

}
麟
多
鍛
の
者
が
租
税
怨

擁
ふ
こ
い
ふ
事
情

が
・
此
視
た

「
層
多
改

定
駕
す

の
み
な
ら
ず

、
常

に
租
税
義
務
者
も
が
不
平
等
の
場
合
エ
リ
も
不
準
等
々
許
さ
架
る
政
府

に
射
し

て

「
屈
密
接

に
固
着

す
る
こ
こ
」
な

ろ
ピ
。
そ
し
て
此
の
如
き
公
正
の
行
は
ろ
」
ざ
き
ば
ア
.モ
ク
ラ
チ
ー

の
眞

の
意
味

の
』

の
が
行
に

ろ
、
こ
き
で
、

之
に
っ
き

シ
ェ
フ

レ
ー
に
次

の
如
く
に

e
ふ
て
居

る
。
曰
く
、
ガ
の
重
貼
が
事
實

上
、
法
律
上
、
全
燈

の
国
民

に
置

か
れ
、
所
謂
国
民
屯
欄
の
存
す

ろ
慮

障
に
、
国
民
支

配
が
存
し

、
此
国
民
支
配
が
全
艦
の
利
益
の
上

に
向
げ
ら
れ
且
つ
定

め
ら
ろ

、
ミ
き

に
匡

、
此

が

一
の
正
賞

な
ろ
画
家
形
式
た

り
得

る
。

正
賞
な
る
デ
モ
ク
ラ
チ
ー
は
国
民

の
全
艦
の
精
神
的
濫
義
的
及
物
質
的
力
、

「
般
平
等
及
自
白
の
精
神
の
獲
蓮

、
各
人
民
の
理
解
反
心

へ

画

家
利
益
祉
置
く
・
ミ

た
大

に
實
現
し
得

る
。
此
故

に
眞

の
デ
モ
グ
ラ
チ
ー
に
、
興

へ
ら
れ
た
る
時

障
捨
て
多
概
な
ろ
力
の
最
大
額

奄
、
特

に
豊
な

鋤

る
租
税
力
々
も
画
家

に
持

た
し
む
る
こ

ミ
㌔
な
る
ご

(註
四
三
)
コ
ー

ン
に
曰
く
、
何
れ
の
場
合

に
転
政
治
的
支
配
ば
金
儲

の
爲
跨
の
支
配
で
、
支
配

ε
い
ふ
こ
こ
に
は
、
其
自
身
の
杜
會
的
利
益
な
行

ふ
ご
ξ
に
反
し
-
義
務
ざ
制
限

ミ
が
課

ぜ
ら

る
べ
き
も
の
で
あ
る
・
然
ら
ざ
れ
ば
各

の
支
配
階
級
が
自
ら
租
税
員
旛
な
免
れ
、
随

ふ
て
階
級
時
代
の

35)

36)
37)
38)
39)
40)

21.Meise】,a,a.0.(Z.f.g.Sしw.Fui5tjng,a.a..0・S・7.26.Parieu,1.c.P.
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Hock,a.a.O.S.36.
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り

不
公
正
た
常
に
聾

す
ご
ミ
」
な

ろ
ご
o
.

(註
四
四

)
グ
ル
y
ッ
ェ
ル
ば
曰
く
、
支
配
す
る
所

の
八
及
階
級
に
、
彼
等
が
其
利
己
心
為
前

に
置
く
が
爲
め
に
先
頭

に
來
ら
な
か
.つ
た
。
む
し

ろ

彼
等
が

一
般

の
利
益
々
保
護
す
ろ
こ
、こ
な
約
し

、及
少
く
ミ
も
當
初
ば
事
賃
上
に
も
之
か
保
護
し
た
う
が
故

に
來

つ
た
。其
後
可
能

な
る
横
奪
ば
永
く

の

ぱ
維
持
し
縄

ぽ
い
。
仰

ぐ、
な
れ
ば
横
奪
さ

る
㌧
者

が
多
段
な
れ
ば
革
命
ミ
な
ろ
べ
く

、此
が
少
鍛
な

う
と
き
ば
、
租
税
物
件

が
漕
失
す

ろ
か
ら
建
鱈

.

結

冒

論

要
之
、
過
去
租
税
皮
質
ε
し
て
、政
治
上
の
優
勢
階
級
が
自
己
の
利
益
に
ま
で
租
税
を
利
用
す
る
の
傾
が
あ
る
。

而
し
て
其
結
果
ぜ
し
て
は
肚
會
に
不
満

が
起
り
、
租
税
を
厄
介
現
せ
し
め
、
之
が
通
脱
を
進

め
、
其
弊
堪
ゆ

ぺ
か

ら
,ざ
る
こ
ご
に
も
な

る
。
其
通
視
に
至
て
は
殿
軍
な
罰
則
の
み
に
依
り
て
は
挽

へ
難
く
、
課
税
物
件
及
標
準
の
明

確
亦
掌

毒

期
す
、
を
欝

。
で
夫
の
弊
篠

あ

・
は
、
乗

的
に
は
粗
金

護

正
慈

・
高
調
す
・
の

外

な
一

、
立
法
者

叉
は
優

勢
階
級

に
は
租
税

正
義

に

從

ふ
こ
ぜ
を
勤

め
、
之

ご
相
並

ん
で
及
此

よ
b
も
湖

っ
て
は

一
般

に
納
税
者
ど

し
て
租

税
光
榮
親
を
養

ふ
こ

ε
を
勧

め
な
く

て
は
な
ら

楓
。

そ
し

て
今
日

の
資
本

家
時
代

に
は

資
本
家

に
向

っ
て
其
勢

力
を
飴
り

に
自
階
級

の
爲

め

に
濫
用

せ
ざ

な
こ

ε
を
乞

は
な

く
て
は
な
ら

撮
ε
同
時

に
、

來

る

べ
き
、
無
産

者
時
代

に
も
無
産
者

が
糞

力
を
濫

用

せ
ざ

る
や

う
、
今
よ
り

し
て
豫

め
希
望

し
て
慣

か
な
け

れ

ば

な
ら

諏
。

齢

叢

租
焼
立
法
に
於
け
ろ
階
級
打
算
醐
態
度

第
+
四
巻

(第
五
號

四
七
)

入
0
「
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